
第
三
節

水

資

源
とム

に
お
け
る

カ

一
大
平
野
で
あ
り

穀
倉
地
帯
で
あ
る。

し
か
し 、

こ
の
平
野
の
耕

729 

水資源と電力

河

面

タ

て
い
る
流
域
は 、

八
五
・

六
〕州 、

道
後
平
野一一一
七
回
＠

七
耐
で

第三節

道
前
・

道
後
平
野
は 、

道
前
進
後
平
野
農

業
水
利
改
良
事
業

地
一
万一一
O
九
回
出
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あ
っ

て 、
渇
水
時
の

は
道
前
平
野
0
・

六
五

ぽ／
s 、

一

一

． 

一

ポ／
S
と
な
っ
て
い
て 、
耕
地
面
積
に
比
較
し
て

730 

久万高原とその周辺

し
か
も 、
こ
の
地
帯
の

き
わ
め
て
少
な
く 、

は
一
五
0
0

山内
外
で
あ
る。
こ
の
用
水
不
足
を
補
う
た
め 、
た
め
池
・

水
不
足
に
悩
ま
さ
れ

地
一民
内
に
お
け
る
水
資
掠
開
発
は

揚
水
機・
湧
水
利
用
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が 、

て
い
た 。
」
う
し
た
地
域
の
水
資
源
開
発
事
業
と
し
て
面
河
村
笠
方
に
ダ
ム
を
建
設
し 、

高
知
県
に
流
れ
る
仁
淀
川
水
系
面
河
川
上

の
愛
知
用
水」
と
い
わ
れ
る
大
規
模
な
水

流
部
の
水
を
集
め
て
貯
水
し 、
こ
れ
を
道
前
・

道
後
間
平
野
に
導
水
し
よ
う
と
す
る

第じ言Z

利
事
業
が
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
改
良
事
業
で
あ
る。

に
達
し
て
お
り 、

万

O
九
四
加
の
耕
地
に
対
し 、
水
田
の
用
水
を
補
給
す
る

の
目
的
は
大
き
く

つ
に
分
け
ら
れ
る。

つ
は 、

一
部
関
田
地
域
の
用
水
と
し
て
三一
二
五
万
討
を
確
保
す
る
農
業
水
利
で
あ

菌
汚
ダ
ム

線
型
コ
ン
ク
ワ
i
ト
ダ
ム
で
あ
る。

と
と
も
に 、

山
麓
の
果
樹
園
地
帯
の
畑
地
譲
甑
お
よ
び

導
水
途
中
の
落
差
四
七
二
m
を
利
用
し
て
三
か
所
で
発
電
を
行
な
い 、

最
大
出
力
二
万

一
0
・

六
万
討
の
工
業
用
水

る。

つ
自
は 、
ダ
ム
よ
り

平
野
部
に
至
る

五
一
O
O
W附
の
電
源
開
発
を
行
な
う 。
一一一
つ
自
は 、
松
山
・

松
前
地
区
臨
海
工
業
地
帯
に
対
し
て

し 、
一ニ
八
年
に
完
成
し
た
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る。
ダ
ム
は

コ
了
五
m 、

m 、

総
貯
水
量

八
三
O
万
げ
の

に
は
ダ
ム
の
堆
砂
現
象
が
著
し
く 、
ダ
ム
に
土
砂
が
流
入
し
て
浅
く
な
り 、

%
し
か
な
く

狭
い

箆
い
物
に

」
れ
は
霞
接
流
域
面
積
が

ま
た 、
流
域 、
が
ほ
と
ん
ど
原
生
林
で 、
水
源
調
養
度
が
高
い 。

周
囲
の
地
形
が
な
だ
ら
か
で
山
腹
崩
壊
な
ど
の
災
害
が
少
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
る。

そ
の
ほ
か 、
上
流
に
は
集
落
が
少
な
い
た
め
生
活
…汚
水
に
よ
る
汚
濁

を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る。

こ

の
中
心
を
な
す
面
河
ダ
ム
は 、

わ
れ
い

し

せ

割
石
川
を
堰
き
止
め

は 、

間
現
象
が
少
な
い 。

な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が 、

富
河
ダ
ム

た
め
土
砂
の
流
入
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
や 、

が
み
ら
れ
な
い
な
ど
ダ
ム
の
利
点
も
多
い 。

中
山
川
逆
調
整
池
は 、
ピ
i
ク

の
水
を
貯
り
ゅ
う
し 、

国
道

の
県
営
第
三
発
電
所
付
近
に
あ
り 、

ニ
0
・

八
m
で
あ
る。

道
前
道
後
第一
発
電
所
は

発
電
施
設

あ
る。

川
内
町
明
河
に
あ
り 、

水資源と電力

に
あ
り

万
六
O
O
N
で 、

第
"'":) 

鰻
定
さ
れ
た
こ
と
と 、
地
質
上 、

分
水
路
道
を
低
圧
化
す
るる

で
あ
る。
こ
れ
ら

第三節

両
平
野
に
分
水
す
る
た
め
の
地
形
上
の
制
約
か
ら 、

コ
ン
ク
リ
i
ト
え
ん
堤
で 、

こ
の
ダ
ム
に
貯
ち

ゅ
う
す
る
た
め
の
承
水
堰

み
ょ

う
が
だ
に

は 、
面
河
川・
鉄
砲
石
川・
坂
瀬
川・
妙
谷
川

そ
の
他
渓
流
に

一
か
所
あ
り 、

取
水
さ
れ
た

水
は
承
水
路
の
九
八
%
（
八
二
五
七
m）
を
陵

い
て
お
り 、
ゴ
ミ
が
入
ら
ず
管
理
が
容

易
で
あ
る。

放
水
導
水
施
設
は 、

面
河
ダ
ム
か

ら
中
山
川
逆
調
整
池
及
び
道
後
導
水
施
設
ま
で

を
い
う 。

八

七
m
の
腿
道
か
ら

な
り 、
後
者
は
五
六
O
O
m
の

ら
な
る。

の
用
水
を
一
定
流
量
で
流
す
た
め
の
貯
水
池
で
あ
る。

』ま

五
万
d 、

五
回
・

七
m 、

の

ム

に
あ
り 、

最
大
出
力
は
三
五
0
0
闘
の
ダ
ム
式
発
電
所
で

一
万

O
O
O
M 、

川
内
町
河
之
内

し
て
建
設
す
る
の
が
望
ま
し
か
っ
た
が 、

道
前
及
び
道
後
の

、

分
水
途
中
の
高
落
差
を
利
用
し
た
ダ
ム
水
路
式

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

つ
の
発
電
所
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た 。
こ
の

731 

に
同一
の
水
で
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久万高原とその周辺

こ
と
に
な
り 、

水
の
流
れ

732 

第七章

う
制
御
す
る
必

1うL

あ

の
流
れ
と
い
う
大

き
な
時
間
差
の
あ
る
も
の

を
乱
調
を
起
こ
さ
な
い
よ

り 、
当
時
と
し
て
は
異
例

の
ア
ナ
ロ
グ
・

デ
ィ

ジ
タ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

に
よ

る
水
理

算
を

た 。
一
年
有
余
に
わ
た
っ

て
検
討
を
重
ね
た
結
果 、

放
水
路
水
位
に
よ
っ

て
自

動
的
に
出
力
を－
調
整
す
る

と
い
う 、
い
わ
ゆ
る
逆
水

位
調
整
方
式
に
よ

し
た
運
較
が
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た 。
こ
の
方
式
の
採
用

っ
て 、

及
び
第

発
電
所
放
水
路
水
位
を
安
定
さ

せ
る
た
め
の
逆
調
整
油
が
必
要
と
な
っ

た
が 、
最
も
経
済
的
な
方
法
と
し
て 、第

一

ダ
ム
エ
プ
ロ
ン
を 、第

ニ
発
電
所
は

河
川
を
し
め
切
る
こ
と
に
よ
り

対
処
し
た 。
な
お 、
発
電
開
始
は
す
べ
て

一
月
で
あ
る 。
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